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今
、
北
斗
市
で
は
、
学
生
た

ち
が
ま
ち
づ
く
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の
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し

い
担
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手
と
し
て
動
き
始
め
て
い
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。

　
彼
ら
は
市
民
の
方
に
地
域
に
対

す
る
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
こ

の
ま
ち
に
長
く
住
ん
で
も
ら
お
う

と
、
ま
ち
の
課
題
解
決
に
向
け
た

取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の

公
共
交
通
や
巡
回
ワ
ゴ
ン
を
活
用

し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し

ま
し
た
。
彼
ら
の
柔
軟
な
発
想
と

行
動
力
で
、
ま
ち
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
先
の
見
え
な
い
不
確
実
な
時
代

に
お
い
て
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
勇
気
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
生
た
ち
が
学
ぶ
実

践
的
な
課
題
解
決
能
力
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
極
め
て
重
要
な
ス

キ
ル
と
な
る
で
し
ょ
う
。
求
め
ら

れ
る
の
は
、
失
敗
を
恐
れ
て
何
も

行
動
し
な
い
の
で
は
な
く
、
失
敗

を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
後
押
し
し

て
く
れ
る
地
域
の
存
在
で
す
。
そ

う
し
た
地
域
で
は
、
若
者
た
ち
が

関
わ
り
を
求
め
、
自
然
と
集
ま
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

　
特
集
で
は
、
大
学
生
が
関
わ
る

ま
ち
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
と

大
学
生
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

この取組みは、北斗市地域公共交通計画に基づく、北斗市地域公共交通活性化協議会の事業です。この取組みは、北斗市地域公共交通計画に基づく、北斗市地域公共交通活性化協議会の事業です。
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何もない、それってホント？何もない、それってホント？
～若者がまちに関わる意義～～若者がまちに関わる意義～

　　企画課企画係［内線238］　　企画課企画係［内線238］問

公共交通ツアーで出掛けよう

五稜郭駅

函館駅

新函館北斗駅

新函館北斗駅では、ここまで利用した公共交通に
ついて気付いたことなどを大学生と意見交換。

北海道教育大学函館校地域プロジェクトの学生たちが、２種類の交通モニターを企画。
学生は自らチラシを配布したり、直接呼びかけを行い、参加者を募りました。

大学生が
考案

清川口駅

清川口駅 せせらぎ温泉

１人でもう大
丈夫！

▲�出発前路線図や時
刻表の読み方、切
符購入のレクャー
を受け、いさりび
鉄道に乗車。

▶�五稜郭駅からはバ
スの乗車に挑戦！

函館駅から再びいさりび鉄道に乗車。
切符を買うのも任せて！

高校進学を機に公共交通を利用して通学
する学生が多い北斗市で、小学生のうち
から公共交通に触れる機会をつくるため
考案しました。

せせらぎ温泉

長橋バス停

「知っているけど乗ったことはない」「乗り方
が分からない」「乗ってみたいけど最初は不
安」という方に巡回ワゴンを知ってもらうた
め考案しました。

出発前に、自己紹介や巡回ワゴンの説明を
受け、和やかな雰囲気で巡回ワゴンに乗車。

冬道なので、乗り降りする時には、特に注意が
必要。

巡回ワゴンの車内。
スペースがあるので、移動中も快適です。

最後はせせらぎ温泉で、乗車した率直な感想を
出し合いました。参加者からは「ワゴンの存在
を知らなかったので、車の免許を返納したら使
いたい」という感想がありました。

いざ出発！
いざ出発！
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北海道教育大学函館校　地域プロジェクト北海道教育大学函館校　地域プロジェクト
　地域プロジェクトは、地域で
活躍する上で必要な実践的課題
解決能力を養うために、全学生
必修として開設されている地域
課題解決型かつ企画構想実施型
の学習科目です。

　プロジェクトの総数は、なんと40以上！
これほど多くのプロジェクトを実施する大学
は、全国でも類を見ません。
　数学を楽しむワークショップや
子どもを対象とした法教育など、
多彩なプロジェクトがあります。
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